
 残暑の中、いかがお過ごしでしょうか。9 月（10 月）日程表をお送りします。 
今年は猛暑の夏でした。7 月初旬の国際ブックフェアーに出展した当研究所発行の著

作物は、おかげさまでいずれも好評で毎月のようにメデイアに取り上げられています。

最近の新聞に載った出版物と客員研究員の記事（コピー）を別紙にてご紹介します。 
とりわけ『中国報道の自由』（孫旭培著、高井潔司他訳）、『復刊、学生に与う』（河合

栄治郎著）は、春に話題を呼んだ『魚と風とそしてサーシャ』（渡部祥子著）に続き多

くの反響が寄せられています。下記は 9 月 10 月度北東アジア総合研究所の活動表です。 
9 月度 

13 日（金） 客員研究員報告会 －新著を語る－ 
 時 間：夕方 6 時－8 時半 会場：市ヶ谷私学会館 7 階 「雲取」 
会 費：3000 円（学生：1000 円、今回は一般会員の参加も可） 

報告者①及川淳子（桜美林大学北東アジア総合研究所客員研究員） 
『中国における報道の自由』（桜美林大学北東アジア総合研究所刊） 
タイトル 「現代中国の報道の自由」その歴史的経緯と現状について 
②六草いちか（作家、北東アジア総合研究所客員研究員） 
『それからのエリス』（講談社）発行に伴い、ドイツから来日 
タイトル「それからのエリス いま明らかになる鴎外「舞姫」の面影」 

 30 日（月）「アジア・ユーラシア研究フォーラム」集会 
 18 時半―21 時、市ヶ谷私学会館 7 階白根、会費：3000 円（学生 1000 円） 

福川伸次（東洋大学理事長、元通産事務次官） アジアユーロシアと日本 
コンスタン・サルキソフ博士（山梨大学名誉教授） 日ロ交渉の新潮流 
大西康雄（アジア研究所、ジェトロ前上海所長） 習近平政権の中国 

10 月度予告  
 12 日（土） 「竹内実先生追悼記念集会」 16 時―20 時 

  会場：スクワール麹町（JR 四谷駅前）会費 5000 円 
次第：16 時－18 時 記念報告会 18 時―20 時 懇親会 

    参加者：白西紳一郎（日中協会理事長）、佐藤保（お茶の水大学元学長） 
    片山啓（日中交流センター）、高井潔司、鈴木勝（桜美林大学教授）、 
    中村公省（蒼蒼社）、谷口誠（元国連大使）、徳岡仁（平成帝京大）他 
 19 日（土）午後、新渡戸国際塾（東京）記念大会 ＜桜美林大学との共催＞ 
    （別紙ご参照） 
 26 日（土）Ⅰ7 時半―20 時半 北東アジア総研秋季記念集会（出版記念会） 
    会場：スクワール麹町 会費：5000 円   

17 時半－19 時  特別例会 テーマ 「現代の大学教育と教養を問う」 
19 時－20 時半  著者、執筆者、講師を招いて交流懇親会  

連絡・申し込み 北東アジア総研 042-704-7030 メール n-e-a@obirin.ac.jp 

桜美林大学北東アジア総合研究所 9 月度（及 10 月度予定）活動日程表 


